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戦後、鮎沢村中から集めたものである

□
′
寄
　
稿
□

岡
谷
市
鮎
沢
区
の
史
跡
前
編

鮎
澤
　
毅

1
　
鮎
沢
薬
師
堂
　
薬
師
堂
か
阿
弥
陀
堂

伝
承
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
初
期
（
8
0
0
年

頃
か
）
坂
上
田
村
麻
呂
が
山
中
の
阿
弥
陀
堂
窪
に

堂
を
開
き
、
そ
の
後
弘
法
大
師
が
作
っ
た
阿
弥
陀

如
来
を
安
置
し
た
が
、
戦
国
時
代
織
田
氏
の
兵
火

で
焼
失
、
そ
の
後
堂
を
現
在
地
に
建
て
た
と
い
う
。

堂
名
に
つ
い
て
は
、
「
諏
訪
藩
主
手
元
絵
図
」
（
一

村
限
村
絵
図
と
も
い
う
）
に
「
阿
陀
・
薬
師
堂
」
、

「
天
宝
1
3
年
（
1
8
4
2
）
の
修
復
資
料
に
は
「
阿

弥
陀
堂
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
阿
弥
陀
如
来
は
存

在
し
な
い
。
現
在
は
薬
師
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

2
　
宝
前
の
石
造
物
群
　
多
い
馬
頭
観
世
音

昭
和
3
0
年
頃
区
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
。

◆
　
馬
頭
観
世
音
は
5
3
基
で
川
岸
で
も
圧
倒
的
に

多
い
。
文
字
碑
彗
1
基
で
2
～
3
頭
供
養
し
て

い
る
も
の
9
基
あ
る
。
特
殊
の
も
の
と
し
て
（
1
）

馬
頭
大
士
（
2
）
3
馬
頭
を
頭
上
に
載
せ
た
も
の

（
3
）
蚕
玉
桑
と
刻
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
馬
頭
観
世
音
多
く
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◆
　
馬
頭
観
世
音
以
外

（
1
）
双
体
像
の
道
祖
神
が
2
基
（
2
）
石
棒

型
陰
陽
石
（
3
）
如
意
倫
観
音
（
4
）
蚕
玉
大
明

神
（
文
字
碑
）
が
あ
る
。

3
　
鮎
沢
諏
訪
社
　
め
ず
ら
し
い
6
本
腕
の
憤
琴

形
の
馬
頭
観
章

祭
神
は
憩
御
名
方
命
・
八
坂
刀
売
命
で
諏
訪
大

社
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
岡
谷
市
内
の
神
社
で
「
諏

訪
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
駒
沢
諏
訪
社
と
鮎
い

沢
諏
訪
社
の
2
社
の
み
で
あ
る
。
江
戸
時
代
ま
で

は
駒
沢
諏
訪
社
が
駒
沢
村
と
鮎
澤
村
の
産
土
神
で

あ
っ
た
。
明
治
4
1
年
1
2
月
「
神
社
由
緒
訂
正
願
」

に
は
「
明
和
年
中
（
1
7
6
4
～
1
7
7
1
）
ま

迄
ハ
旧
鮎
沢
村
モ
当
社
（
駒
沢
諏
訪
社
）
ヲ
産
土

神
ト
シ
テ
崇
奉
セ
リ
」
（
駒
沢
区
誌
）
と
あ
り
、
「
諏

訪
郡
旧
蹟
年
代
記
」
に
よ
る
と
丁
－
－
安
永
年

中
（
1
7
7
2
～
1
7
8
0
）
産
土
神
分
ル
」
と

あ
り
、
鮎
沢
諏
訪
社
の
創
立
は
安
永
年
中
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

現
在
の
拝
殿
は
、
明
治
に
な
っ
て
古
い
拝
殿
を

囲
み
増
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
奥
に

あ
る
小
さ
い
拝
殿
が
鮎
沢
諏
訪
社
が
最
初
出
来
た

時
の
物
で
あ
る
。
鮎
沢
村
が
駒
沢
村
か
ら
2
4
軒
分

か
れ
た
天
正
年
間
（
1
5
7
3
～
1
5
9
0
）
よ

り
約
2
0
0
年
間
、
鮎
沢
村
は
神
社
が
な
く
駒
沢

村
へ
分
担
金
を
払
い
崇
拝
し
て
い
た
。
そ
の
後
鮎
ノ

沢
村
に
財
力
が
出
来
て
独
立
し
た
。
鮎
沢
村
は
駒

沢
村
か
ら
分
か
れ
た
と
言
っ
て
も
親
族
が
分
か
れ
わ

た
の
で
は
な
く
、
鮎
沢
姓
は
人
1
）
駿
河
国
（
静
庸

岡
県
）
駿
東
郡
に
起
こ
る
氏
な
り
。
（
2
）

の
国
（
山
梨
）
巨
摩
郡
に
起
こ
る
氏
な
聖
人
、
3
）


